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小貝川またも大水害

1986年8月5日未明堤外地満杯に流れていた小貝川の洪水流は茨城県明

野町赤浜地先の小貝橋東詰(左岸)で道路を通すため新しく構築された堤

防よりももともと数m低くたっていた所(写真中央)から勢いよく溢れ出

しました(小貝川は写真右から左に向かって流れています).このため手

前側にある水田は一気に濁流に飲み込まれてしまいました.その後も洪水

流がどんどん流れ込んだためこの地点でついに堤防を約5m掘り込むよう

に決壊しその前面に小規模た落堀を形成するまでに至りました.さらに洪水

流は水田面より高くたっていてこの時点まで堤防の役割を果していた道路

をも越えて同日12時少し前北側の水田方向へも逆流し始めました(写真右

手前).

小貝川では1981年8月にも今回よりも下流の地点の茨城県竜ケ崎市で左

岸堤防が決壊Lて大きな被害を出したばかりです.今回と前回の破堤を比較

Lてみると共通する点が多くみられ今後の防災対策に大きな教訓を残しま

した.

(1986年8月5日12時30分頃撮影朝日航洋株式会社提供)(文=田口雄作)
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